








はじめに 

心身障害児施設がもっている専門的機能を生かして,いわゆる措置された子ども達だけで

なく,地域の子ども達へどうかかわっていくかがオープン化の基本的な課題である。 

本研究では,横浜市磯子区汐見合団地内にある青い鳥愛児園(精神薄弱児通園施設,財団法

人神奈川県児童医療福祉財団設置経営)を基盤にして,「施設オープン化のあり方」を実践

研究してきている。 

研究の初年度には,従来実施してきた諸活動を整理し,2 年度目にあたる昨年度は,卒園児

ケアーの実態調査を中心にそのニーズを把握検討した。今年度は,それらをふまえて「施設

のオープン化」活動を現状の中でどのような形で具体的に試みられるのかを実践研究した

。具体的な試みとして,通常の保育活動と並置して「地域サービス室」準備室(仮称)という

形で,オープン化の活動を集約できないか検討している。ここに含まれるものは,従来より

実施しているものの発展継続の形と,今年度より試みとして実施しているものがある。対象

地域は原則として横浜市南部地域(磯子区・港南区・金沢区・戸塚区)である。 


